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要約 

 吃音（きつおん）とは、話し言葉が滑らかに出ない発話障害のひとつである。国内外にお

いて、100 人に 1 人の割合で吃音を持った人が存在すると言われている。二人以上での空間

でのみ症状が現れるといった特徴から、吃音が社会的な障害であるという側面に着目し、本

稿では、吃音をめぐる社会的状況を明らかにすることを目的として、吃音を描いた小説や漫

画など計６つの文学作品を用いて、吃音者像を読み解いた。各文学作品における吃音者像の

共通点としては、社会から疎外されているという感覚を持っているという点であった。また、

治療法が確立されておらず、吃音は治らないものとしての認識が広まっている中で、症状が

完全に解消するという吃音者の描かれ方がされていた作品があり、吃音の克服についても

言及した。最後に、こうした文学作品に描かれた吃音者像が、障害の歴史の流れの中で変化

していくものであることから、吃音の歴史を示したうえで、吃音にまつわる文学作品のゆく

えを提示した。 
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